
 

 

 

 

 

 

 

遊子地域事前復興まちづくり計画 

【②半島部・沿岸部編】 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年３月 

 

 

 

 

※本計画は、地域ワークショップ等の意見を基に作成したもので、大規模災害が発生した際の復興ま

ちづくりを議論するための検討材料となります（遊子地域事前復興まちづくり計画本編のＰ５等を

参照）。  



  



 

目次 
宇和島市事前復興計画の概要 ............................................................ 1 
１．計画策定の趣旨 .................................................................. 1 
２．事前復興計画策定による効果....................................................... 1 
３．計画の位置づけ .................................................................. 2 
４．宇和島市事前復興計画の構成....................................................... 3 

 

事前復興まちづくり計画編（遊子地域事前復興まちづくり計画） ............................. 4 

 

第１章 遊子地域事前復興まちづくり計画の位置付け等 ..................................... 5 
１．本計画の位置付け等 .............................................................. 5 
２．対象区域 ........................................................................ 5 

第２章 遊子地域の現況と課題 .......................................................... 6 
１．遊子地域の概要 .................................................................. 6 
２．遊子地域の災害リスク ............................................................ 8 
３．遊子地域の事前復興まちづくりに関する課題 ........................................ 10 

第３章 遊子地域の事前復興まちづくり計画 .............................................. 12 
１．復興まちづくりの基本理念等...................................................... 12 
２．時間経過に応じた流れと事前の備え ................................................ 16 
３．復興まちづくりの具体化に向けた検討の一例 ........................................ 24 

第４章 遊子地域の復興事前準備 ....................................................... 29 
１．復興事前準備の位置付け ......................................................... 29 
２．遊子地域の復興事前準備の重点施策 ................................................ 29 

 

参考資料 

 地域ワークショップの開催 

 東京大学からの提案 

  



 

 



1 

宇和島市事前復興計画の概要 

 

 １．計画策定の趣旨 

 南海トラフ沿いの大規模地震が 30 年以内に発生する確率は 80％程度といわれており、最大クラ

スの地震が発生した際には、宇和島市においても甚大な被害が生じることが想定されています。こ

の南海トラフ巨大地震による揺れや津波は、市民の皆様の生命を脅かし、住まいや生業の場を奪い

去り、まちや皆様の生活の復旧・復興までに長期間を要する事態を生じさせる可能性があります。 

 東日本大震災では、被災後の復旧・復興が長期化し、人口減少や地域活力の衰退につながる事態

が生じている地域が見受けられます。その要因の一つとして、復興後のまちの姿に対する住民の合

意形成に時間を要したことがあげられています。 

 そのため、南海トラフ巨大地震等の大規模災害が発生したとしても、適切かつ迅速・円滑な復興

の実現を図るため、復興の手順や復興後のまちの姿を事前に検討・整理する宇和島市事前復興計画

を策定します。 

 

 ２．事前復興計画策定による効果 

 南海トラフ地震などの大規模災害が発生した場合、被災した箇所の応急復旧や災害復旧、避難所

の運営やり災証明書の発行等、市の職員は、多大な時間と人手を要する事態に陥ります。また、市

民においても、多くの人が住まいや仕事を失う等の混乱下に置かれることが想定され、復興まちづ

くりに向けた取組が進まない状況になることが想定されます。 

 復旧・復興の基本的な方針や必要となる取組等について、事前に検討・整理した「事前復興計画」

を作成しておくことで、大規模災害が発生したとしても、復興までの期間短縮や復興の質の向上、

適切化等が図られ、地域の活力や魅力の維持、人口流出の抑制等につながることが期待されます。 

 

 
図 事前復興まちづくり計画による効果 
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 ３．計画の位置づけ 

 宇和島市事前復興計画は、本市の総合的な行政運営の指針である「第２次宇和島市総合計画」、本

市のまちづくりの方針を定めた「宇和島市都市計画マスタープラン」、本市の防災対策等について定

めた「宇和島市地域防災計画」を上位計画とし、防災やまちづくりをはじめとした各種関連計画と

の整合・連携を図るものとします。 

 

 

図 計画の位置づけ 
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整合・連携
整合

災害発生後

宇和島市復興計画
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 ４．宇和島市事前復興計画の構成 

 宇和島市事前復興計画は、以下の３編から構成されます。 

 

復興ビジョン編 

大規模災害による被災状況を想定し、復興の目標や分野別復興方針等を検討して、法に基づ

く復興計画の概形を定める。 

 

復興プロセス編 

災害発生後に想定される復興手順や行政組織内における役割分担、関係機関との連携及びそ

の適切かつ迅速・円滑な復興に向けた平時からの取組等を定める。 

 

事前復興まちづくり計画編 

大規模災害による被災状況を想定し、著しい被害により面的な整備が必要となる市街地や集

落を対象として、まちや住まいの復興方針、復興のイメージ等を定める。 

 

 

 

図 事前復興まちづくり計画の全体像 
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第１章 遊子地域事前復興まちづくり計画の位置付け等 

 

 １．本計画の位置付け等 

 遊子地域事前復興まちづくり計画は、宇和島市事前復興計画を構成する「事前復興まちづくり計

画」の一つとして作成したものです。 

 本計画は、地域住民とのワークショップ（以下、「地域ＷＳ」と言

う。）や東京大学復興デザインスタジオ※の取組を通して、地域住民

との協働で検討を重ねてきました。地域住民の意向を踏まえなが

ら、円滑な復興の実現に向けた計画として、更には、現時点の遊子

地域の災害に強いまちづくりの実現や地域の維持・活性化を目指す

計画としてとりまとめたものです。 

 また、本計画は、大規模災害が発生した際の遊子地域における「復興まちづくり計画」の基盤と

なる計画としての役割を担うこととなります。ただし、本計画は、想定される最大クラスの被害を

想定した上で、復興まちづくりの方針等を検討したもので、次に起こる大規模災害の規模や被災状

況、発生時期の社会情勢等によって、地域住民等の意向も変化することが想定されます。大規模災

害が発生した際には、本計画を基本としながら、その時点の被災状況や地域の意向等を踏まえた上

で、柔軟な復興まちづくり計画の策定を行うものとします。 

 

※東京大学による「復興・事前復興の提案を目指すスタジオ型演習」としての取組。 

 

 ２．対象区域 

 本計画の対象地域は、遊子地域とします。 

 なお、本市の事前復興ま

ちづくり計画におけるモデ

ル地域は、被害想定や地域

特性、事前復興の取組み状

況等を踏まえた 10 地域を

設定しています。本計画は、

そのうちの津波による甚大

な被害を受ける漁村地域の

モデル地域である「②半島

部、沿岸部」の計画として

作成するものです。 
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図 事前復興まちづくり計画作成候補のモデル地区 
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第２章 遊子地域の現況と課題 

 

 １．遊子地域の概要 

 遊子地域は、宇和海に突き出した三浦半島の中端部、北東岸に位

置し、宇和海に面した漁村集落で、令和２年における人口は、717人

となっています。 

 タイ、ハマチ、真珠の養殖を主とした漁業が盛んな地域ですが、

漁業者の高齢化が進んでいます。一方で、市街地からの通い漁業な

ども行われています。 

遊子水荷浦の段畑は、宇和海沿岸のリアス海岸に代表される急峻

な地形や強い季節風などの風土と調和して、近世から現代に至るま

で営まれ続けてきた半農半漁の生活を示す独特の文化的景観とし

て高く評価され、重要文化的景観として選定を受けています。 

 

（１）人口 

 令和２年における人口717人に対し、これまでの人口推移の傾向が続けば、令和17年には445人

（R2年比：62.1％）、令和27年には268人（R2年比：37.4％）まで減少する可能性があります。 

 高齢化率は42.7％（市平均40％）となっており、人口減少・少子高齢化が進んでいます。 

 
図 人口の推移と見通し 

※平成 22 年から令和２年の人口増減の傾向が続くものと仮定して、コーホート変化率法を用いて独自に推計を

行ったもの 
出典：実績については国勢調査  
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（２）地域の特徴 

 海沿いのわずかな平地に８つの集落（明越、矢の浦、小矢の浦、甘崎、番匠、魚泊、水荷浦、津

の浦）が形成され、各集落の人口は、33人～113人（令和６年10月時点の行政区別人口）となって

います。 

 甘崎保育園と遊子小学校が立地し、ふるさとや自然を愛する子どもたちが育まれています。 

 

表 集落ごとの人口・世帯 

 男性 女性 合計 世帯 

明越 16 17 33 14 

矢の浦 31 29 60 23 

小矢の浦 41 39 80 29 

甘崎 46 48 94 48 

番匠 57 45 102 34 

魚泊 57 54 111 44 

水荷浦 47 51 98 39 

津の浦 61 52 113 47 

合計 356 335 691 278 

参照：行政区別人口（R6.10） 

 

図 集落ごとの人口規模  
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 ２．遊子地域の災害リスク 

（１）揺れ 

 南海トラフ巨大地震が発生した際には、遊子地域では震度６弱の強い揺れのおそれがあります。 

 

 

図 震度分布 

 

  

遊子地域
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（２）津波 

 各集落は、海岸沿いの限られた平地部に立地していることから、居住地や主要施設等のほとんど

が津波災害警戒区域となっています。 

 浸水深を見ると、3.0ｍ～5.0ｍの津波災害警戒区域が広がっており、甚大な被害の発生が懸念さ

れます。 

 

（３）住家への甚大な被害 

 東日本大震災における被害の状況から、津波浸水深が２ｍ以上になると、木造家屋において全壊

する比率が高まるとされています。 

 遊子地域における甚大な被害を受ける世帯数の目安として、浸水深２ｍ以上に含まれる建物の比

率から推計すると、遊子小学校区で210世帯（全体250世帯の84％）が家屋等の全壊・流失する可

能性を有しています。 

 

 

図 津波災害警戒区域 

 

  

遊子小学校区の約250世帯のうち、住まいが
甚大な被害を受ける可能性がある世帯数は約
210世帯（84％）。

※浸水深２ｍ以上に含まれる建物比率から独自
に推計したもの
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 ３．遊子地域の事前復興まちづくりに関する課題 

■まちの視点 

（１）漁業集落の維持 

 遊子地域は、８つの集落で構成されていますが、人口減少や担い手不足が進行しています。 

 大規模災害が発生した際には、その傾向に拍車がかかることが想定され、集落としての維持を図

っていく必要があります。 

 

（２）災害に強い道路網、航路の確保 

 地形制約上、道路が限られているとともに、主要なアクセス道は津波災害警戒区域内を通過して

います。また、土砂災害等による被害も懸念されます。さらに、港の被害等も生じ、海路を利用し

たアクセスも支障をきたす可能性があります。 

 そのため、災害発生直後の孤立対策や応急期・復旧期における移動手段の確保が課題となります。 

 

■住まいの視点 

（３）安全な住まいの確保 

 漁業集落は、住まいと仕事が密接しており、海岸沿いでの安全な住まいの確保が必要となります。 

 ただし、地形的な制約等から、大規模災害後の安全な住まいの確保に当たっては、津波の被害を

受けない安全な高台等への移転等が必要となります。 

 

（４）応急期の暮らしの事前検討 

 遊子地域は、その地形制約上、地域内で、安全な住まい及び仮住まいの場を確保することが困難

な状況にあります。 

 応急期等の一定期間は、他地域での暮らしを見据える必要があることの理解を深めることが重要

です。 

 

■くらしの視点 

（５）遊子小学校、甘崎保育園の被災 

 遊子小学校や甘崎保育園においても４ｍ程度の浸水深が想定されており、甚大な被害を受ける

可能性があります。子どもたちの命を守るためには、教育施設等の統廃合も含め、津波被害を受

けない安全な高台等への移転等が必要となります。 
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■生業の視点 

（６）漁業の早期再開 

 大規模災害後においても遊子地域で暮らし続けるためには、漁業の早期再開が不可欠です。 

 住まいの再建とあわせた漁業施設等の復旧・復興を図っていくことが必要です。 

 

（７）遊子地域のシンボルである段畑の被災 

 遊子水荷浦の段畑は、地元有志のメンバーが中心となった「段畑守ろう会」の活動等により保

全・活用が図られています。また、ふる里だんだん祭りなど、地域住民の活動の一拠点となって

います。 

 地震の揺れ・津波により、段畑が被災した際には、復旧に時間や費用等を要することが懸念さ

れます。復興状況とあわせて、地域住民の活動の一拠点として復旧・復興を図っていくことが必

要です。 

 

 

図 遊子地域の事前復興まちづくりの課題図 

  

津波により、漁港・漁業施
設の機能維持が懸念

遊子小学校周辺で
3.8ｍ程度の基準水位

甘崎保育園周辺で
3.9ｍ程度の基準水位

道路は限られているとともに、
主要なアクセス道は

津波災害警戒区域内を通過
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第３章 遊子地域の事前復興まちづくり計画 

 

 １．復興まちづくりの基本理念等 

１-１．基本理念 

 南海トラフ巨大地震等の大規模災害が発生した際に、一時的に、地域外での生活にならざるを得

ない状況が生じたとしても、ふるさとである遊子の復興を図るため、復興まちづくりの基本理念を

以下のように定めます。 

 

 

 大規模災害が発生し、甚大な被害が起きたとしても、遊子地域での暮らしを取り戻すために、様々

な備えに取組みます。 

 遊子で暮らし続けるためには、漁業の再建が重要であり、漁業と住まいの両立を図るまちを

取り戻す 

 遊子の宝である子どもたちが、遊子で学び、育まれるよう、教育環境を取り戻す 

 一時的に遊子で住めない状態が生じても、みんなで遊子に戻り、暮らしを取り戻す  

 

 

 

  

海とともに、みんなとともに、明るい未来を描く 
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１-２．復興の基本目標 

 大規模災害が発生した際を想定した復興の基本目標等を以下のように定めます。 

 

復興の基本目標 
大規模災害が発生した際の 

遊子地域の復興まちづくりの方針 

まちの復興 

海と共に育まれたまちとして、いつ

までも続く安全・安心なまちの形成 

■にぎわいのある漁業集落としての復興 

・生業とくらしの両立が図られる漁業集落として、復興まち

づくりの際には、既存集落の集約等も見据えつつ、維持・

発展するまちの復興を図る。 

■海を守り、育てる 

・海とともに発展してきたまちの成り立ちを踏まえ、美しい

海を守り、育てるまちづくりに取組む。 

■生活・交流の基盤となる道路・公共交通の再建 

・地域住民の生活や生産活動、来訪者等の移動を支える道路

網や航路、公共交通の再建・整備を図る。 

住まいの復興 

安全・安心な漁村集落として、選ば

れ続けるまちの形成 

■安全・安心な住まいの場の確保 

・防災集団移転促進事業や漁業集落環境整備事業等の活用に

より、津波被害を受けることのない安全・安心な住まいの

確保を図る。 

・人口減少・高齢化等の動向を踏まえながら、集落の集約等

も見据えながら再建を検討する。 

くらしの復興 

多様な世代が集い、暮らしやすいま

ちの実現 

■子育てしやすいまちとしての復興 

・地域の宝である子どもたちが、この遊子地域ですくすくと

成長する場であり続けるため、安全な場所での教育環境の

整備を図る。 

生業の復興 

地域に根付いた漁業の早期再建を

図り、地域の活力の維持 

■漁業の早期復旧・復興 

・遊子を住まいの場として復興するためには、漁業の継続が

重要であり、漁港施設等の早期復旧・復興を図る。 

・浦ごとに多様な漁業が取組まれているが、船着き場等の復

旧・復興に当たっては、漁業従事者の動向等も踏まえなが

ら、施設の集約整備等を検討する。 

■遊子のシンボルである段畑の復旧・復興 

・遊子水荷浦の段畑は、地域を代表する資源であり、地域に

おける復興のシンボルとして、早期の復旧・復興を図る。 
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１-３．遊子地域の復興まちづくりイメージ 

 大規模災害により甚大な被害が発生した際に、まちの復興を図るためには、復興の姿等を示す復

興まちづくり計画を作成し、各種の復興事業等に取組むこととなります。 

 今回、検討した復興まちづくりイメージは、大規模災害による甚大な被害が起きることを想定し

た上で、どのような復興の姿を描くべきかを、ワークショップ等の機会を通じて、地域住民の皆様

といっしょに検討を進めたものです。現段階から復興まちづくり計画の方向性等を検討しておくこ

とで、災害発生後の速やかな検討につながることが期待されます。 

 なお、次に起きる南海トラフ地震の規模や発生の時期によって、被災地の状況等は異なるととも

に、その際の住民意向等は、現段階の想定とは異なることが予想されます。そのため、大規模災害

が発生した際には、本検討結果を基本に議論をスタートすることとし、被害の様相や住民意向を踏

まえながら柔軟な検討を行うこととなります。 

 

 

図 遊子地域の復興まちづくりイメージ 

  

防災拠点

案１：小学校・保育園

漁業活動拠点

観光拠点

住まい

住まい住まい

住まい

案２：小学校・保育園

案３：小学校・保育園

住まい

住まい

■遊子の暮らしを支える漁業の再建・
復興
・核となる漁港・漁業施設の早期復旧
・漁業従事者の動向等も踏まえなが
ら、施設の集約整備等を検討

■市民の生活や交流を支える道路
網等の復旧・復興
・災害時にも強い道路網の形成

■防潮堤等の整備
・地域の安全を高める防潮堤等
の整備

■遊子水荷浦の段畑の復興
・地域のシンボルである遊子水荷浦
の段畑の復旧

■防災拠点（災害対応拠点）の整備
・魚見の丘等において平時及び災
害時に活用可能な防災拠点の整
備検討

■公共施設等の集約・整備
・小学校・保育園は、安全な場所に
集約・整備

■安全な住まいの復興
・津波災害警戒区域外への移転や
高台移転等により安全な場所で
の住まいの再建
・住まいの再建時には集約を検討

津波災害警戒区域
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（１）復興まちづくりイメージの実現に向けた基盤整備の方針 

■防潮堤等の整備 

・基本はＬ１津波対応の防潮堤整備により、安全性の向上 

 ➡遊子水荷浦の段畑においては、魚見の丘や海岸からの眺望等に配慮して、堤防等を整備しない

ことも検討。ただし、津波災害警戒区域の居住制限等が必要。 

■災害危険区域の指定 

・防災集団移転促進事業等の事業活用を見据え、津波による浸水のおそれがある範囲は、災害危険

区域の指定 

・災害危険区域として指定された区域は、地域の活性化や漁業の振興等に資する土地利用の促進 

 

（２）復興まちづくりイメージの実現に向けたエリア別の方針 

■安全な住まいの復興 

・津波災害警戒区域外への移転や山裾でのかさ上げ等により、津波被害を受けることのない安全・

安心な住まいの確保 

・人口減少・高齢化等が進む中で、住まいの場の集約を検討 

・住まいの再建に当たっては、生業である漁業と住まいの場が密接であることに配慮した検討 

 

■公共施設等の集約・整備 

・遊子小学校・甘崎保育園は、安全な高台にて複合施設としての整備を検討 

■防災拠点（災害対応拠点）の整備 

・魚見の丘周辺等において、指定避難所・応急期の生活の場として活用可能な施設の検討 

 

■遊子の暮らしを支える漁業の再建・復興 （津波災害警戒区域内の土地利用を含む） 

・遊子を住まいの場として維持していくためには、漁業の継続が重要であり、漁港施設等の早期復

旧・復興 

・浦ごとに多様な漁業が取組まれているが、船着き場等の復旧・復興に当たっては、漁業従事者の

動向等も踏まえながら、施設の集約整備等を検討 

 

■遊子水荷浦の段畑の復興 

・遊子水荷浦の段畑は、地域を代表する資源であり、地域における復興のシンボルとして、早期の

復旧・復興 

 

■市民の生活や交流を支える道路網等の復旧・復興 

・道路網が脆弱な状況にあり、県等の関係機関と連携を図りながら、災害に強い道路網の形成 

・遊子の地域内だけでなく、三浦半島から市中心部への確実なアクセスが可能となる道路ネットワ

ークの形成 
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 ２．時間経過に応じた流れと事前の備え 

 大規模災害が発生した際には、迅速な避難を行った後に、住家を失った人は、指定避難所での生

活や応急仮設住宅等での生活を強いられることとなります。自宅の再建やまちの復興までは、長期

間を要する場合があり、それぞれの段階での生活の場を想定しておくことが重要です。 

 

 

図 大規模災害発生後の生活の流れの一例 

 

 大規模災害が発生したとしても、「復興まちづくりの姿」を実現し、地域の維持・発展を図るため、

「大規模災害から生活再建までの流れ」として、段階ごとの「想定される行動や取組」と「事前の

備え」について整理します。 

 

  

指
定
緊
急
避
難
場
所
等

①
津波から逃げる

②
救助を待つ

③
避難所等で生活

④
仮設住宅等で生活

⑤
生活を取り戻す

避
難

(

命
を
守
る
た
め
の
行
動)

応急仮設住宅（建設型）

家族・親戚の家等

(家が無事なら又は応急修理して)
自宅に戻る

賃貸住宅、市営住宅等
（みなし仮設含む）

指定避難所

（一時的に）
ホテル・宿泊施設等

（家が無事なら）
自宅に戻る

家族・親戚の家等

住宅を再建（地区内）

家族・親戚の家等
（地区内、地区外）

災害公営住宅（地区内）

(家が無事なら又は応急修理して)
自宅に戻る

住宅を再建、賃貸住宅
（地区外）

発災直後〜10分 １～７日 ～２、３ヵ月 ～２年 それ以降

発災
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２-１．災害発生から避難生活 

大規模災害の発生から避難生活までの時間経過に応じて、住民の皆様がとるべき行動を整理する

とともに、行動に応じた「事前の備え」について整理を行います。 

 

 

 

  

 

①津波から逃げる 

■揺れから命を守る 

・大規模地震が発生した際には、

命を守るために身の安全の確

保 

■速やかな避難 

・揺れがおさまったら指定緊急

避難場所等へ速やかな避難 

 

 

地域ＷＳ参加者の災害リスク 

 

■家屋等の耐震化（主として、住民・地域） 

・揺れから命を守るとともに、建物倒壊等による避難

の支障とならないように、家屋等の耐震化 

・地震の揺れから命を守るための耐震シェルター等の

設置促進 

■家具類の転倒等の対策（主として、住民・地域） 

・地震による家具の転倒・落下・移動を防ぐため家具

類の固定 

■地震火災への備え（主として、住民・地域） 

・空家等の除却 

・地震時の電気火災の発生防止に向け感震ブレーカー

の設置促進 

■避難場所・避難路の整備 

（主として、住民・地域、市） 

・新たな避難場所の確保 

・舗装や手すり、照明設備等の整備 

・避難路沿いのブロック塀等の除却・建て替え 

・橋梁の耐震化の推進 

■避難訓練等の実施（主として、住民・地域） 

・避難訓練等への積極的な参加促進 

・指定緊急避難場所や避難経路の事前確認 

 

 

  

発
災
直
後
～
10
分

S56年以前の

家で耐震改修

等を実施して

いない

41%

S56年以前の

家で耐震改修を

実施している

24%

S56年以降に

建てた家

31%

わからない

3%

倒壊の危険性

2m以上の浸水深

90%

2m未満の浸水深

7%

浸水被害の

おそれなし

3%

津波の危険性

想定される行動や取組 事前の備え 
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②救助を待つ 

■指定緊急避難場所等での滞在 

・津波が収束し、浸水被害がおさ

まり、安全な移動が可能とな

るまで、又は、救援・救助が来

るまでの期間、指定緊急避難

場所等での一時的な滞在 

 

 

■備蓄の確保（主として、住民・地域、市） 

・指定緊急避難場所での一時的な滞在に向け、主要な

避難場所への備蓄倉庫の整備と計画的な備蓄、適切

な管理 

・防災倉庫へ個人の所有物を保管する等のルールづく

り 

■非常持出品等の準備（主として、住民・地域） 

・住民一人ひとりが非常持出品等の準備 

■水の確保（主として、住民・地域） 

・遊子小学校に配備した浄水器等を活用した水の確保

に向け、水源地等の確認 

   

 

  

 

③避難所等で生活 

■指定避難所での生活 

・地域外の指定避難所等での生

活 

 

 

■地域外の避難所等での生活に関する理解 

（主として、住民・地域、市） 

・住民一人ひとりが地域外の避難所生活を強いられる

可能性があることへの理解 

■指定避難所等として活用可能な施設整備の検討 

（主として、住民・地域、市） 

・魚見の丘周辺等における指定避難所・応急期の生活

の場として活用可能な施設の実現に向けた検討（東

京大学の提案の実現） 

■早期の道路啓開に向けた地区での取組 

（主として、住民・地域） 

・地元の建設会社の存続を図るとともに、事前に建設

機械や資機材を高台等に保管 

  

１
～
７
日

～
２
，
３
ヵ
月
（
～
半
年
）

想定される行動や取組 事前の備え 

想定される行動や取組 事前の備え 
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２-２．応急期のまちづくり 

（１）基本的な考え方 

 避難生活・応急期・復興期における住まいの場に関して、地域ＷＳ参加者の意向をみると、応急

期は、地域内で生活することは難しいという認識から、地域外を選択する傾向が高くなっています。 

 遊子地域は、急峻な地形条件等のため、応急仮設住宅の建設候補地は限られており、地域外での

応急期の生活を見据えた対策が重要です。 

 

図 地域ＷＳ参加者の避難生活から復興期までの住まいの場に関する意向 

 

（２）想定される流れと事前の備え 

 

  

 

④仮設住宅等で生活 

■応急仮設住宅（建設型応急住

宅）への入居 

・地域コミュニティ等に配慮し

ながら応急仮設住宅へ入居 

■応急仮設住宅（建設型応急住

宅）以外での生活 

・賃貸型応急住宅等への入居 

・地域外での生活の際は、地域と

の連絡体制の構築 

■復興まちづくりの方針検討 

・復興まちづくりの方針検討の

ための議論等 

・復興まちづくりの方針が決ま

るまでは、建築物等の建築を

制限 

 

■応急期の生活の場等として活用可能な施設整備の

検討        （主として、住民・地域、市） 

・魚見の丘周辺等における避難生活・応急期の生活の

場として活用可能な施設の実現に向けた検討（東京

大学の提案の実現） 

■他地域での応急期の生活に関する事前の理解 

（主として、住民・地域、市） 

・応急期は、他地域で生活せざるを得ない状況になる

ことを地域住民が理解 

・応急期の生活を支える移動手段の確保 

■建設型応急住宅の建設候補地の確保 

（主として、住民・地域、市） 

・市有地以外の建設型応急住宅の建設候補地の確保 

・土地所有者等との事前調整 

 地域内での生活の継続を希
望する人が多くなっています

 応急期は、遊子地域外を選択
する方が増えています

19.2% 23.1% 22.2%

23.1%
26.9%

14.8%

57.7%
50.0%

63.0%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

避難生活 応急期 復興期

地区内

地区外

その他

～
２
年
（～
５
年
）

想定される行動や取組 事前の備え 



20 

（３）応急期のまちづくり 

 南海トラフ巨大地震の発生により、甚大な被害が生じた際には、地域内での再建を目指すために

も、一時的に地域外での生活を見据えます。 

 

①地域内での応急仮設住宅の確保に向けた検討 

 地域ＷＳ等を通じて、応急仮設住宅の建設候補地等に関する意見をいただたきましたが、面積

が限られていたり、造成等が必要な箇所となっています（下図参照）。 

 引き続き、民有地の活用も含めて、応急仮設住宅の建設候補地の確保に向けた様々な検討を行

う必要があります。 

 

図 地域ＷＳ等においてあげられた応急仮設住宅の建設候補地 

 

②生活・活動拠点の整備検討 

 魚見の丘周辺等における指定避難所・応急期の生活の場として活用可能な施設の実現に向けた

検討を進めます。 

 この施設の整備に当たっては、平時から活用可能な施設等の移転も検討し、地域の安全・安心

に寄与する拠点の形成を目指します。 

  

理由応急仮設住宅班

 １箇所だけでは、地域
住民を収容できない

 図面２箇所へ応急仮
設住宅の整備

１班

 標高の高い平地がな
く、仮設住宅を建て
る場所がない

 今後、検討が必要２班

 平地が少ない 農地の活用３班

 津波浸水エリア外 既往避難場所等４班

■応急仮設住宅

【４班】
地域の避難場所

【３班】
応急仮設の候補地

備蓄品を蓄える計
画もある

応急仮設住宅の候
補地
地主さんOK

【１班】
公園の活用
現在は、整備さ
れていない

【１班】
変電所周辺にある
程度の場所がある

【１班】
造成が必要である
が、多少の場所を確
保可能
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③安全な地域での応急期の生活 

 地域内での安全な場所での応急仮設住宅の確保は難しいことから、地域外の安全な場所での応

急仮設住宅の確保に向けた検討も進めます。その際は、地域のコミュニティ等に配慮して、まと

まりのある仮設住宅の確保を目指します。 

 

④応急期の生活を支える交通の確保 

 他地域での応急仮設住宅等での生活になった際を見据え、国や県等と連携を図りながら、道路・

航路啓開計画や移動手段の確保に向けた備え等の検討を進めます。 

 

 

図 遊子地域の応急期のまちづくりイメージ 

  

魚見の丘：
応急期等の生活・活動拠点

三間地域
（復興支援拠点）

住まい：
応急仮設住宅等

商業等：
仮設商店街等

宇和島市街地
被害を受けている

可能性大

公共施設等
：仮設又は再建

津の浦等：
人・物等の交流拠点

航路

陸路

住まい：
応急仮設住宅等

安全な地域
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 遊子地域における応急仮設住宅の確保に向けた検討の参考として、建設候補地の必要面積の目

安を想定します。 

 なお、想定しうる最大規模の被害を前提に検討したものであること、応急仮設住宅の供与の対

象者は、「住家が全壊、全焼又は流出し、居住する住家がない者であって、自らの資力では住宅を

得ることができないもの」といった条件があることから、あくまでも参考値として示すものです。 

 

■甚大な被害が発生する可能性のある世帯数 ⇒ 約220世帯 

 津波により甚大な被害を受けるのは、浸水

深２ｍ以上に含まれる建物比率から、約 210

世帯（右図参照）。揺れや火災等による全壊等

の建物被害（４割程度と想定※１）も含めると、

約220世帯が住家を失う可能性。 

 

※１：地域ＷＳの結果（S56年以前の家屋で未耐

震：41％）から設定 

 

■建設型応急仮設住宅に入居する世帯数 ⇒ 約110世帯 

 地域ＷＳにおける応急期の住まいの場として「地区内」を希望する意向を踏まえ５割程度※２

と想定。 

220世帯×５割＝110世帯 

 

※２：地域ＷＳの結果（応急期の生活の場として「地区内」で住むことを希望する意向は 50％）から設

定。なお、東日本大震災の際には住家被害の約３割。 

 

■応急仮設住宅（建設型）の必要面積の目安 ⇒ 約1.1ha 

 建設型の応急仮設住宅ですべてを確保するとした場合、１戸当たり床面積は29.7㎡（９坪）

が標準であり、敷地面積を１戸当たり100㎡を目安とする。 

110世帯×100㎡＝1.1ha 

 

  

参考：建設型応急仮設住宅の必要面積の目安 

応急仮設住宅の必要面積の
目安（100ｍ×100ｍ）

100ｍ
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２-３．復興まちづくり 

（１）基本的な考え方 

 遊子地域での生活を取り戻し、住み続けて良かった、ここで再建をして良かったと思えるまちの

実現を図るため、遊子の魅力を維持・創出する復興まちづくりを目指します。 

 

（２）想定される流れと事前の備え 

 

  

 

⑤生活を取り戻す 

■遊子地域での安全な住まいの

確保 

・防災集団移転促進事業や漁業

集落環境整備事業等の活用に

より、安全・安心な住まいの確

保 

■漁業の早期復旧・復興 

・遊子を住まいの場としていく

ためには、漁業の継続が重要

であり、漁港施設等の早期復

旧・復興 

■遊子小学校等の復旧・復興 

・地域の宝である子どもたちが、

この遊子地域ですくすくと成

長する場であり続けるため、

安全な場所での遊子小学校・

甘崎保育園の復旧・復興 

■遊子のシンボルである段畑の

復旧・復興 

・地域のシンボルである遊子水

荷浦の段畑の復旧 

■災害に強いまちづくり 

・Ｌ１津波対応の防潮堤の整備

等により、災害に強いまちづ

くり 

 

■安全な住まいの確保に向けた事前検討 

（主として、住民・地域、市） 

・安全な住まいとなる高台の造成候補地等の事前検討 

■漁業の早期復旧・復興に向けた取組 

（主として、住民・地域、市） 

・漁協・漁業者等の関係者による、船着き場等の復旧・

復興方法の事前検討 

・関係機関との連携のもと漁業施設の早期再建に向け

た備え 

・漁船保険への加入などによる個々の備え 

■教育の継続・再開に向けた備え 

（主として、市） 

・避難所生活期から応急期等における教育の継続・再

開に向けた事前検討（他校での受入ルール等の事前

検討） 

・遊子小学校・甘崎保育園の再建場所の事前検討 

■遊子水荷浦の段畑の再建に向けた備え 

（主として、住民・地域、市） 

・遊子の魅力発信による遊子のファンづくり 

・資材の確保、石積みの技術等の継承 

■災害に強い道路網の形成（主として、市） 

・三浦半島全体のアクセス向上に向けた道路・トンネ

ル等の整備検討 

そ
れ
以
降

想定される行動や取組 事前の備え 
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 ３．復興まちづくりの具体化に向けた検討の一例 

（１）復興まちづくりの断面イメージ 

 地域住民の命を守ることを前提とした復興まちづくりのイメージを示します。 

 

・防潮堤の整備とあわせて、堤外地には漁業関連施設等の復旧・整備を行います。 

・限られた平地部であり、山裾の造成等により、安全な住まいの場を確保します。 

・移転元地（現在の住まいの場等）は、災害危険区域の指定等により、産業施設や公園・緑地等と

して活用します。 

 

 

図 復興まちづくりの断面イメージ 

  

Ｌ２津波
（最大クラスの津波）

Ｌ１対応堤防整備に基づく
津波浸水想定の範囲

Ｌ１津波対応の防潮堤等の整備

漁業関連施設等の復旧・整備

公園・緑地、産業施設等
（災害危険区域の指定による居住の制限） 造成等による安全な住まい等の確保

Ｌ１津波
(数十年～百数十年に１度） 道路道路
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（２）災害発生から復興までのイメージ 

 現状のまちから、避難生活期・応急期と復興期のまちのイメージを示します。 

  

避
難
生
活
期
・
応
急
期

復
興
期

現
状

生活拠点

漁業活動拠点

観光拠点

津野浦漁港
（第１種） 魚泊漁港（第２種）

番匠

明越

甘崎

遊子水荷浦

小矢の浦
矢の浦

深浦（漁協）

生活拠点

漁業活動拠点

観光拠点

交流拠点

魚見の丘：
応急期等の生活・活動拠点

三間地域
（復興支援拠点）

住まい：
応急仮設住宅等

商業等：
仮設商店街等

宇和島市街地
被害を受けている

可能性大

公共施設等
：仮設又は再建

津の浦等：
人・物等の交流拠点

航路

陸路

住まい：
応急仮設住宅等

安全な地域

生活拠点

復興まちづくりにおいて
集約等を検討

津の浦

船着き場や作業場等
の集約を検討

魚泊漁港（第２種）

遊子水荷浦

深浦（漁協）

魚見の丘：
公共施設

災害に強い道路網の形成

地域住民及び来訪者の移動手段
となる航路の維持・発展
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 大規模な災害が発生したとしても、遊子地域の住民が、この遊子地域で住み続けることができ

るまちづくりの実現が重要です。その備えとして、復興まちづくりの概略規模を検討するととも

に、住まいの場等の確保に向けた造成計画の一例を示します。 

 

①復興まちづくりの規模の検討 

 想定しうる最大規模の被害を前提に、復興まちづくりに必要な規模を検討します。あくまでも

参考値とするものです。 

 

■甚大な被害が発生する可能性のある世帯数 ⇒ 約210世帯 

 津波により甚大な被害を受ける世帯数は、浸水深２ｍ以上に含まれる建物比率から、概ね210

世帯※１。 

 

※１：「第２章 ２．（３）住家への甚大な被害」の結果を参照。なお、応急期と異なり、揺れによる倒壊

等は現地再建として対象外。 

 

■住まいの復興を行う世帯数 ⇒ 約130世帯 

 地域ＷＳにおける再建の住まいの場として「地区内」を希望する意向を踏まえ63％※２で検討。 

210世帯×63％＝約132世帯 

 

※２：地域ＷＳの結果（応急期の生活の場として「地区内」で住み続けたいを希望する意向は63％）から

設定。 

 

■復興まちづくりの必要面積の目安 ⇒ 約4.4ha～8.7ha 

 １世帯当たり面積は、防災集団移転促進事業における補助対象面積の上限である 660 ㎡/戸

（住宅に係る敷地面積は330㎡/戸）を目安とする。 

132世帯×330㎡～660㎡＝約4.4ha～8.7ha 

 

なお、現在の人口減少傾向が進めば、令和17年には約62％として最大5.4ha、令和27年

には約37％として最大3.2haとなる。 

※人口の増減率からの数値であり参考値。 

 

  

参考：復興まちづくりの規模と造成計画の一例 
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②造成計画の一例 

大規模災害の発生後、安全な高台への住まいや公共施設等の移転を行う際の造成計画の一例

を示します。 

 なお、実際の造成規模や造成高さは、復興まちづくりの規模や津波対策を踏まえた津波シミ

ュレーション結果等で決まることから、あくまでも参考として検討したものです。 

 

【潮見の丘周辺での造成計画】 

（概要） 

・魚見の丘周辺での地域防災拠点等の整

備箇所として造成地を検討 

・東京大学の提案を踏まえつつ、ある程度

の規模の確保のために、南側の山を造成

する案として作成 

・概ね0.5haの造成面積を確保 

 

 

 

図 魚見の丘周辺における造成計画の一例  

※あくまでも、大規模災害が発生し、壊滅的な被害を受けた場合の復興まちづくりにおけるかさ上げ・造成の

イメージとして作成したものです。被害の様相や地域住民の意向を踏まえて、検討することとなります。 

防災拠点

案１：小学校・保育園

漁業活動拠点

観光拠点

住まい

住まい住まい

住まい

案２：小学校・保育園

案３：小学校・保育園

住まい

住まい

津波災害警戒区域
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【甘崎周辺での造成計画】 

（概要） 

・甘崎周辺にて、安全な高さでの造成地の事

例として作成 

・安全な高さでの造成地として、遊子小学校

や甘崎保育園の移転先、又は、住まいの場

の再建場所の候補となる 

・概ね2.3haの造成面積を確保 

 

 

 

図 甘崎周辺における造成計画の一例 

 

 

※あくまでも、大規模災害が発生し、壊滅的な被害を受けた場合の復興まちづくりにおけるかさ上げ・造成の

イメージとして作成したものです。被害の様相や地域住民の意向を踏まえて、検討することとなります。 

防災拠点

案１：小学校・保育園

漁業活動拠点

観光拠点

住まい

住まい住まい

住まい

案２：小学校・保育園

案３：小学校・保育園

住まい

住まい

津波災害警戒区域
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第４章 遊子地域の復興事前準備 

 

 １．復興事前準備の位置付け 

 復興事前準備とは、「起こりうる被害を想定し、被害からの復興を準備する。」ことであり、災害

が起きるその時まで、着実に進めていく必要があります。 

 そのため、大規模災害からの復興まちづくりを踏まえつつ、今、現在のまちづくりにも資する取

組として、「第３章 ２．時間経過に応じた流れと事前の備え」で整理した「事前の備え」について、

地域住民や関係機関等との協働のもと計画的に取組みます。 

 

 

図 復興事前準備の位置付け 

参照：事前復興まちづくり計画検討のためのガイドライン（国土交通省 2023年７月） 

 

 ２．遊子地域の復興事前準備の重点施策 

 復興事前準備の取組のうち、 

 ○地域ワークショップ等で住民の関心が高かった取組 

 ○地域の特性に適した取組や他地域の参考になる取組 

 ○地域住民の命を守り、命をつなぐことに効果的な取組 

 ○現在のまちづくりに貢献できる取組 

 等の観点から、遊子地域の復興事前準備における重点施策を整理します。 

  

事前の対応

復興事前準備

起こりうる被害を想定し、被害からの復興を
準備する。
・復興計画の策定手順や復興の進め方を検討
・復興における目標等を事前に検討・共有
・行政職員に復興イメージトレーニングを実施
・地域住民と復興まちづくり訓練を実施
・復興まちづくり計画を事前に検討する 等

防災・減災対策

被害を顕現し、災害対応で被害拡大を防
ぐ。
・建物の耐震化・不燃化等
・防災まちづくり（市街地整備）
・都市施設（インフラ）の整備
・避難地、避難路の整備
・ハザードマップの活用 等

被害想定から復興を準備し、
迅速に復興する被害を防ぎ、最小化する

災害を想定し、起こりする問題を把握する。

両立
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（１）指定避難所や応急仮設住宅として活用可能な施設整備の検討 【主に、避難所生活期、応急期】 

・地区内に津波災害時の避難所がないことから、魚見の丘等における避難所生活期・応急期の生

活の場として活用可能な施設の実現に向けた検討を進めます（東京大学からの提案参照）。 

 

 

 

 

（概要） 

・平時はキャンプ場や公民館として、災害時には地域防災拠点となる施設の整備 

・災害時には、公民館、テント、車中泊を活用し、避難所となる 

・地域防災拠点と機能に親和性のあるキャンプ場を設け、平時から観光客の受け入れ場所として

活用 

・平時において住民に活発に利用されている公民館を移転することで、住民の平時利用を促し、

魚見の丘を馴染みのある場所にする 

 

  

図 東京大学復興デザインスタジオからの提案（抜粋） 

 

（地域ＷＳにおける住民意見） 

 計画地は風が強い 

 広さが足りないのでは 

 漁業の支所的機能なども魚見の丘周辺に移転できないか 

 継続した運営ができるか 

 

 

  

参考：東京大学からの提案 
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（２）生業と住まいの両立した漁業集落の復興方針の理解 【主に、復興期】 

・遊子地域では、生活と生業が一体となっている世帯が多く、早期に生業の復旧・復興を図る必

要があります。 

・現在は、家から船・作業場等が近接していますが、大規模災害後の復興では、安全な場所で住

まいを確保することで移動距離の延長等が生じます。 

・漁業と住まいの再建に当たっては、空間的な分離が大きくなる可能性があることを踏まえ、担

い手の確保や再建方法を検討する必要があることの理解を促します。 

 

 

図 漁業集落の復興における生活の変化イメージ 

 

（３）子どもたちの学びの場の維持、再建 【主に、避難所生活期、応急期、復興期】 

・避難所生活期から応急期、復興期にかけて、遊子の子どもたちの学びの機会を継続させるため、

一時的に他の小学校や保育園等で受け入れるためのルールづくりに取組みます。 

・小学校の再編の動向や施設の耐用年数等も踏まえながら、子どもたちの命を守るためにも、事

前の高台移転等の調査・研究を行います。 

・甘崎保育園や遊子小学校は、地域の子どもたちを育む場として重要な施設であり、被災したと

しても、速やかに復旧・復興を図るため、安全な高台等への移転候補地を検討します。 

 

  

Ｌ２津波
（最大クラスの津波）

Ｌ１津波
(数十年～百数十年に１度）

Ｌ２津波
（最大クラスの津波）

Ｌ１津波
(数十年～百数十年に１度）

家屋作業場等船着場

幹線道路

作業場等船着場

家屋

幹線道路

家から船・作業場等まで密接（職住近接）

家から船・作業場等までの移動に、高低差が生じる、移動距離が延びる

作業場等

生活道

Ｌ１津波対応の
防潮堤等の整備

安全な場所への移転

現
況
イ
メ
ー
ジ

復
興
イ
メ
ー
ジ
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（４）応急期における他地域での生活に向けた備え 【主に、避難所生活期、応急期】 

・遊子地域では、避難所生活期や応急期において、活用可能な施設や土地が不足していることか

ら、一時的に安全な他地域での生活を強いられる可能性が高くなります。そのような事態が生

じることについて、住民一人ひとりに、理解を促していきます。 

・また、市全体で、他地域での避難所生活期や応急期の生活の場の事前検討に取組むとともに、

避難所生活期や応急期における安全な場所と遊子地域を結ぶ公共交通などの移動手段の確保

について、事前に検討を行います。 

 

（５）遊子水荷浦の段畑の復興 【主に、復興期】 

・遊子水荷浦の段畑は、大規模災害が発生した際には、担い手不足や復旧に係る資材・職人等の

不足が生じるものと想定されます。 

・被災したとしても、遊子地域のシンボルとしての復旧・復興を図るため、平時からの来訪者の

増加や魅力の発信等に努めるとともに、災害発生時への備えとして資材や人材の確保等に努め

ます。 

 



 

参考資料  

■地域ワークショップの開催状況 

 地域住民との協働による計画策定として、以下に示す地域ＷＳ等を行いながら検討を進めました。 

 

 主なテーマ 参加者数 

第１回 

遊子地域 

ＷＳ 

R６.６.２ 

■大規模災害からの復興を考える 

【説 明】①想定される南海トラフ巨大地震の被害、地域の状況 

     ②避難期、応急・復旧期、復興期の時間経過に応じた住まいの

場 

【ワーク】①避難から応急・復旧、復興の段階ごとの住まいの場を考える 

     ②それぞれの段階における課題や対策を考える 

27人 

第２回 

遊子地域 

ＷＳ 

R６.８.４ 

■復興まちづくりの安全な住まいの場を考える 

【説 明】①東日本大震災の復興まちづくり（主に、住まい）の事例（防

災集団移転促進事業や土地区画整理事業、災害危険区域の指

定等） 

     ②遊子地域の事前復興まちづくりの基本方針（案） 

     ③遊子地域の事前復興まちづくりに向けた東京大学からの提案 

【ワーク】①地域で生活再建する（住み続ける）ための条件を考える 

     ②地域の復興における安全な住まいの場を考える（それぞれの

地域特性等に応じた住まいの確保の方策） 

19人 

第３回 

遊子地域 

ＷＳ 

R６.10.20 

■地域の宝を守るための復興まちづくりを考える 

【説 明】①これまでの結果をとりまとめた事前復興まちづくり計画（素

案） 

【ワーク】①安全な住まいと地域の宝を守るための復興まちづくりを考え

る 

     ②事前に実施すべき事項や自分・地域ができることを考える 

23人 

 

 

 

図 地域ＷＳの開催状況 



2024
06.02

։ኴ஽֚

Ꭼဥ౦ዂസസࢍ ৫बทపᆪᆪ ৭৿৉ጫडӡ༶ဴӱᆐࢰՒ࡮৘ՒఘဂӢ৫बทప৫

ԣԏԙ

बทప

ԏԙԏԙӱ

ᆪᆪపทప

ԙԙԙԙӱӱӺԂԃӿ

৭

ԃӿԃӿӷ

৿৭৿৭

ӿӿӿӿӿӿӷӼӾ

৿৉ጫ৿

ӾӾӼӾӼӾӷ

ጫडӡ༶ጫ৉ጫ

ӾӾӾӾӾӾӾӾӾӾӷӻӻӻӻ

༶ဴӱᆐࢰडӡ༶

ӻӻӻӻӡ༉ᅳӢ

ÆÆԁԃԂ

ԣԏ

ԃԂԃԂӷ

ԙӱ ԂԃӺԂӺԙԙԙԣԏԏ

ԂԂԂԂԂӷӷԂԀӺӻ

ӿӿ ӼӼӾӼӾӾӾ ӻӻӻӻ ӻӻ ༉ᅳӢӡ༉Ԃԃԃ

Ꭼဥ౦ഺྎ㕱ᄮདࢍᅨଡ࠮

፭Ꭼ㕶ӡӼӺӼӾӢႩ㕶ଈ㕲႘ӡ႘Ӣ֪༌㕱ष ዥ౤དؤࡰ՛्ב،׸؜׬פ௹ֽ֖֖֞Փ
ဴ႘֮ՒӼԁ኎֭ሑ֪֓ౄइփ֞֟֌Ւዥ౤ད֭ࡰᆲ੹ֽ֤֠֎֣֪׉փ֥ዻy֩
փ֞֟֌ֽ֖֞Փבଣ࡝֓

ᆲ੹ֽ֦֭׈֊॰Ⴁׇ֖օէՒզᅊႍภঊבՒզ֓ಛ༔֭৭଩ต֦֮،׸؜׬פ՛ؤ
ഉֽփ֭඘בມໂׇ֖֥־օէ׻ב՛֪ؓՒ㕴ᄡ֪ᇀ֊࡝֥׋ଣבഞ֖஽փֽ֖֞Փ

༌㕱षष ዥ౤དؤࡰ՛्ב،׸؜׬פ௹ֽ֖֖֞

،׸؜׬פ՛ؤ

브
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ӿӿ ӼӼӾӼӾӾӾ ӻӻӻӻ ӻӻ ༉ᅳӢӡ༉Ԃԃԃ

Ꭼဥ౦ഺྎ㕱ᄮདࢍᅨଡ࠮

፭Ꭼ㕶ӡӼӺӼӾӢႩ㕸ଈ㕴႘ӡ႘Ӣ֪༌㕲ष ዥ౤དؤࡰ՛्ב،׸؜׬פ௹ֽ֖֖֞Փ
ဴ႘֮Ւӻԃ኎֭ሑ֪֓ౄइփ֞֟֌Ւዥ౤ད֭ࡰᆲ੹ֽ֤֠֎֣֪׉փ֥ዻy֩
փ֞֟֌ֽ֖֞Փבଣ࡝֓

֭ࡰඞଉէՒզད֭׀Ӣ֞׊֐໗־ӡഉ׊ภঊ௺ଔ֦֘ࡰՒզད֦֮،׸؜׬פ՛ؤ
ᆲ੹֪։ࡊ׊֐๺֩ഉֽփ֭඘է׻ב՛֪ؓՒ㕴ᄡ֪ᇀ֊࡝֥׋ଣבഞ֖஽փֽ֖
֞Փ

༌㕲षष ዥ౤དؤࡰ՛्ב،׸؜׬פ௹ֽ֖֖֞

،׸؜׬פ՛ؤ

브

२ᄡ֪ᇀ֊֥׋Ւঊᄇ֩࡝ଣ୪হבಲ౮ֽ֖֖֞Փ

ଙ၀֖֞ၾዴ֪֣փ֥Ւ֜׋֝׋브֖֥փ֞֟֌ֽ֖֞Փ

ད֪ࡰ։׊֐೙ָ׊֌ׁ֭Քᅇఆׁ֖֧֖֥֞೘׉኱ָ֘֌ׁ֪֣֭փ֥Ꭽ֖஽
փֽ֖֞Փ

ད֭ࡰሉ֦ց׊౤ׁ֨֞֠ӡ৅ఞᇱࣆࡱՒዥ౤൚ॺ஑Ӣ֮Ւָ֥֭֘ᄡ֦ੑ֑׈
ே๰࿊׃ஶኬ׊੗઄֪৘ᎌ֘׊ภ઄֦ց֭ࡰՓֽ֞Ւདֽ֖֞׋ ഓጅᇌँ࿨૤৑
֦ց׊ཌᄂՒད֦֭ࡰபಈ֪৘֘࡝׊ଣ֋ੑֽ֑֖֞׋׈Փ

ད֦ࡰ೙ָ׊֌ׁ֭Քᅇఆׁ֖֧֖֥֞೘׉኱ָ֘֌ׁ֭

Ꭼဥ౦౦ࢍ ಈ๶ᆲ੹ֽ֤֠֎׉૱बࢍᎬဥ

༌㕲ष

ဥ౦౦ ಈ๶ᆲ੹ֽ֤֠֎׉૱बಈᎬဥ

षषष ዥ౤དؤࡰ՛׉ׇ֟،׸؜׬פ
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Ꭼဥ౦ഺྎ㕱ᄮདࢍᅨଡ࠮

፭Ꭼ㕶ӡӼӺӼӾӢႩӻӺଈӼӺ႘ӡ႘Ӣ֪༌㕳ष ዥ౤དؤࡰ՛्ב،׸؜׬פ௹ֽ֖
֖֞Փဴ႘֮ՒӼӽ኎֭ሑ֪֓ౄइփ֞֟֌Ւዥ౤ད֭ࡰᆲ੹ֽ֤֠֎֣֪׉փ֥
ዻy֩֓࡝ଣבփ֞֟֌ֽ֖֞Փ

էՒզᆲ੹ಈ๶മᅏ֭೘׭՛ؖי׉֎ᆲ੹ֽ֤֭֠ࡰՒզዥ౤ད֦֮،׸؜׬פ՛ؤ
ຎէ׻ב՛֪ؓՒ㕴ᄡ֪ᇀ֊࡝֥׋ଣבഞ֖஽փֽ֖֞Փ

༌㕳षष ዥ౤དؤࡰ՛्ב،׸؜׬פ௹ֽ֖֖֞

،׸؜׬פ՛ؤ

브

२ᄡ֪ᇀ֊֥׋Ւঊᄇ֩࡝ଣ୪হבಲ౮ֽ֖֖֞Փ

ଙ၀֖֞ၾዴ֪֣փ֥Ւ֜׋֝׋브֖֥փ֞֟֌ֽ֖֞Փ

་ਊኟఆ॔֋ᄇภ֖֞఑֭ᆲ੹ֽ֤֠֎ؖי֭׉՛֥֖֧׭Ւׇ֭֨օ֩৿ႷՔ
౮็့בՒ֭֨඘സ֦ᆲ੹֥׀ුבփ֎֊֪֣փ֥Ւዻy֩֓࡝ଣבփ֞֟֌ֽ֖
֞Փ

ዥ౤ད֭ࡰᆲ੹ֽ֤֠֎ؖי֭׉՛ࢍ׭Ꭼဥ౦౦ ಈ๶ᆲ੹ֽ֤֠֎׉૱बࢍᎬဥ

༌㕳ष

ဥ౦౦ ಈ๶ᆲ੹ֽ֤֠֎׉૱बಈᎬဥ

षषष ዥ౤དؤࡰ՛׉ׇ֟،׸؜׬פ
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提
案

各
浦

で
比

較
的

安
全

な
避

難
場

所
を

1
ヶ

所
指

定
し

、
重

点
的

に
整

備
-

目
印

・
街

灯
：

各
浦

の
住

民
以

外
も

避
難

可
能

-
数

日
分

の
備

蓄
：

浦
で

孤
立

し
た

場
合

を
想

定

•
集

団
で

の
避

難
に

よ
り

共
助

や

自
治

会
長

に
よ

る
指

揮
を

促
す

•
各

浦
避

難
場

所
へ

階
段

昇
降

が

困
難

な
方

は
車

で
魚

見
の

丘
へ

「
魚

見
の

丘
」

を
津

波
に

対
応

し
た

、
遊

子
の

地
域

防
災

拠
点

と
し

て
設

定
「

魚
見

の
丘

」
を

足
が

か
り

と
し

て
各

拠
点

か
ら

復
興

を
進

め
る

-
各

浦
の

避
難

場
所

か
ら

魚
見

の
丘

ま
た

は
遊

子
小

学
校

へ
避

難
-

生
活

物
資

や
防

災
用

品
、

電
源

等
を

備
え

た
災

害
対

策
本

部
と

し
て

機
能

-
船

等
に

よ
る

支
援

拠
点

と
し

て
も

機
能

す
る

な
ど

半
島

の
孤

立
に

対
応

-
漁

業
関

係
者

や
自

治
会

長
な

ど
遊

子
に

残
る

人
に

加
え

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
や

作
業

員
な

ど
遊

子
に

通
う

人
の

生
活

・
活

動
拠

点
と

し
て

機
能

-
備

蓄
の

道
具

を
用

い
て

が
れ

き
の

撤
去

や
漁

港
の

復
旧

等
を

行
う

-
労

力
や

資
金

を
集

中
さ

せ
る

こ
と

で
、

目
に

見
え

る
形

の
復

興
を

実
現

-
地

域
外

に
避

難
し

た
人

が
帰

還
で

き
る

生
活

基
盤

を
整

備
-

人
口

を
早

期
に

回
復

さ
せ

、
遊

子
全

域
の

再
生

に
波

及
さ

せ
る

遊
子

を
見

晴
ら

す
ー

魚
見

の
丘

を
拠

点
と

し
た

事
前

復
興

計
画

の
提

案
ー

01
遊

子
の

あ
れ

こ
れ

01
-1

主
産

業
-

養
殖

を
は

じ
め

と
し

た
漁

業
01

-3
 祭

り
の

に
ぎ

わ
い

と
衰

退

01
-4

 地
域

を
俯

瞰
す

る
自

治
会

01
-2

景
観

資
源

と
し

て
の

段
畑

と
農

業

現
行

の
対

策
と

予
想

さ
れ

る
問

題

03
 復

興
ま

で
を

見
据

え
た

災
害

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

02
遊

子
に

潜
む

災
害

リ
ス

ク
 -

南
海

ト
ラ

フ
地

震
の

想
定

海
と

山
が

織
り

な
す

遊
子

で
は

、
自

然
の

恵
み

を
活

か
し

た
漁

業
・

農
業

が
営

ま
れ

て
い

る
。

海
に

浮
か

ぶ
い

か
だ

や
山

の
斜

面
に

築
か

れ
た

石
垣

は
、

生
業

と
自

然
が

密
接

に
関

わ
る

様
子

を
物

語
り

、

高
台

か
ら

は
遊

子
の

営
み

を
広

く
見

晴
ら

す
こ

と
が

で
き

る
。

し
か

し
災

害
は

そ
う

し
た

風
景

を
一

変
さ

せ
る

。

巨
大

な
揺

れ
や

土
砂

崩
れ

は
家

々
を

巻
き

込
み

石
垣

や
道

路
を

崩
し

て
人

々
の

逃
げ

道
を

断
ち

、

押
し

寄
せ

る
大

津
波

は
い

か
だ

や
船

を
流

し
去

り
、

生
活

や
命

を
奪

う
。

こ
の

事
前

復
興

計
画

を
通

じ
、

南
海

ト
ラ

フ
地

震
か

ら
の

避
難

、
前

向
き

な
復

旧
・

復
興

を
地

域
で

検
討

し
、

同
時

に
人

口
減

少
や

高
齢

化
等

、
地

域
が

抱
え

る
課

題
を

解
決

す
る

き
っ

か
け

と
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

そ
の

中
で

計
画

の
要

と
な

る
「

魚
見

の
丘

」
が

、
地

域
の

人
々

に
と

っ
て

、
遊

子
の

風
景

だ
け

で
な

く

災
害

時
や

将
来

の
地

域
の

あ
り

方
を

「
見

晴
ら

す
」

た
め

の
存

在
と

な
る

こ
と

を
提

案
す

る
。

発
災

一
時

避
難

復
旧

・
復

興
へ

浦
ご

と
に

複
数

あ
る

避
難

場
所

の
う

ち
、

最
寄

り
の

箇
所

に
各

自
で

避
難

-
土

砂
災

害
リ

ス
ク

の
高

い
場

所
や

、

街
灯

が
少

な
い

な
ど

場
合

に
よ

っ
て

は
避

難
が

難
し

い
場

所
も

存
在

-
一

時
避

難
後

の
具

体
的

な
想

定
な

し

遊
子

内
に

安
全

な
平

地
が

乏
し

く
、

地
域

外
で

の
生

活
を

余
儀

な
く

さ
れ

る
-

遊
子

に
残

り
、

生
業

の
再

開
等

を
目

指
す

人
々

の
生

活
基

盤
が

失
わ

れ
る

-
電

気
や

水
道

な
ど

の
復

旧
に

時
間

が
か

か
り

、

自
力

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

よ
る

生
活

再
建

が
困

難

-
人

口
流

出
や

生
業

復
興

の
遅

れ
に

繋
が

る

復
興

の
遅

れ
と

分
散

が
急

激
な

過
疎

化
を

招
く

-
労

力
や

資
金

が
分

散
。

生
活

基
盤

や
漁

業
の

復
興

が
遊

子
全

域
で

遅
れ

る

-
避

難
の

長
期

化
に

よ
り

、
遊

子
を

離
れ

避
難

先
に

定
住

す
る

人
が

増
加

-
担

い
手

の
不

足
に

よ
り

段
畑

が
荒

廃
し

、

地
域

の
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
の

1
つ

で
あ

る
景

観
が

失
わ

れ
る

遊
子

内
の

す
べ

て
の

避
難

所
が

津
波

や
土

砂
災

害
で

被
災

-
備

蓄
の

被
災

・
流

出

-
遊

子
地

域
外

で
避

難
所

生
活

を
送

る
想

定
：

道
路

の
寸

断
で

半
島

が
孤

立
し

た
場

合
、

遊
子

の
外

に
移

動
が

で
き

な
い

-
各

々
が

逃
げ

た
先

で
、

孤
立

解
消

ま
で

場
所

や
物

資
が

乏
し

い
中

で
生

活

す
る

こ
と

を
強

い
ら

れ
る

避
難

所
生

活
（

孤
立

解
消

前
）

応
急

期
（

孤
立

解
消

後
）

位
置

：
愛

媛
県

宇
和

島
市

 宇
和

海
に

突
き

出
す

三
浦

半
島

の
北

側

人
口

：
70

0
人

（
20

24
年

6
月

時
点

）

市
の

中
心

部
か

ら
遊

子
に

至
る

道
は

ほ
ぼ

一
本

。
海

と
山

が
近

接
し

、

海
沿

い
の

わ
ず

か
な

平
地

に
8

つ
の

集
落

が
存

在
す

る
（

遊
子

八
浦

）。

漁
業

・
農

業
関

連
の

祭
り

が
複

数
存

在
。

例
え

ば
じ

ゃ
が

い
も

の
収

穫
祭

「
ふ

る
里

だ
ん

だ
ん

祭
り

」
は

多
く

の
観

光
客

を
集

め
る

が
、

一
部

の
行

事
で

は
参

加
者

の
限

定
（

漁
業

関
係

者
）

や
規

模
の

縮
小

が
見

ら
れ

る
。

タ
イ

、
ハ

マ
チ

、
真

珠
の

養
殖

が
主

。

漁
業

関
係

者
の

高
齢

化
が

進
む

が
、

市
街

地
か

ら
の

通
い

漁
業

な
ど

も
行

わ
れ

る
。

ま
た

漁
協

女
性

部
が

「
遊

子
の

台
所

」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
等

に
よ

り
PR

を
進

め
て

い
る

。

段
畑

で
の

小
規

模
な

じ
ゃ

が
い

も
生

産
が

主
。

ま
た

水
荷

浦
の

段
畑

は
重

要
文

化
的

景
観

に
指

定
さ

れ
、

住
民

の
努

力
で

景
観

が
維

持
さ

れ
て

い
る

。

観
光

収
入

に
繋

が
ら

ず
、

地
域

に
還

元
さ

れ
な

い
こ

と
は

課
題

で
あ

る
。

浦
ご

と
に

住
民

か
ら

な
る

自
治

会
が

組
織

さ
れ

、
そ

こ
で

地
域

に
関

す
る

取
り

決
め

が
な

さ
れ

る
。

ま
た

、
遊

子
全

体
の

予
算

等
の

計
画

を
話

し
合

う
際

に
は

、

各
浦

の
自

治
会

長
ら

が
集

ま
り

決
定

さ
れ

る
。

予
算

は
各

浦
で

等
分

す
る

の
で

な
く

、
地

域
全

体
を

俯
瞰

し
て

優
先

的
に

割
り

当
て

る
べ

き
場

所
を

議
論

し
て

お
り

、「
地

域
の

た
め

に
協

力
す

る
」

風
土

が
受

け
継

が
れ

て
い

る
。

し
か

し
、

若
者

の
減

少
に

よ
り

自
治

会
の

高
齢

化
も

進
ん

で
い

る
。

住
民

の
命

を
守

る
こ

と
を

最
優

先
と

し
、

半
島

の
孤

立
下

で
も

生
活

で
き

る
防

災
拠

点
（

魚
見

の
丘

）
の

整
備

、
地

域
の

風
土

を
生

か
し

た
生

業
の

速
や

か
な

復
興

を
目

的
と

し
た

事
前

復
興

計
画

を
提

案
す

る
。ま

た
、防

災
拠

点
が

日
頃

か
ら

住
民

に
と

っ

て
馴

染
み

深
く

役
に

立
ち

、
定

期
的

な
管

理
が

促
さ

れ
る

も
の

と
す

る
た

め
の

工
夫

を
検

討
す

る
。

•
道

路
が

寸
断

さ
れ

、
集

落
あ

る
い

は
半

島
単

位
で

孤
立

（
20

24
年

1
月

能
登

半
島

地
震

で
も

発
生

）

•
水

道
や

電
気

等
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

断
絶

に
よ

り
、

一
時

避
難

、
避

難
生

活
、

復
旧

が
長

期
間

に
わ

た
っ

て
阻

害
さ

れ
る

•
津

波
に

よ
る

養
殖

施
設

へ
の

壊
滅

的
な

被
害

が
想

定
さ

れ
、

生
業

の
復

興
に

は
時

間
を

要
す

る

02
-1

 地
震

・
津

波
・

土
砂

災
害

の
複

合
災

害

02
-2

 く
ら

し
や

生
業

へ
の

大
き

な
被

害

津
波

最
大

6m
（

約
16

3
分

後
）

ほ
ぼ

全
て

の
家

屋
や

道
路

が
浸

水

地
震

最
大

震
度

6
弱

程
度

家
屋

、
電

柱
等

の
倒

壊

土
砂

災
害

道
路

の
崩

壊
・

寸
断

一
部

が
土

砂
災

害
特

別
警

戒
区

域
内

20
24

復
興

デ
ザ

イ
ン

ス
タ

ジ
オ

 遊
子

班
　

上
町

剛
志

, 張
文

治
, 星

葵
衣

, 宮
崎

将
也

, 渡
由

貴



公
民

館

観
光

客

生
業

住
民

備
蓄

倉
庫

ト
イ

レ

04
-1

魚
見

の
丘

と
は

04
-2

「
遊

子
を

見
晴

ら
す

」
機

能
の

集
積

04
-4

地
形

を
活

か
し

た
デ

ザ
イ

ン

04
魚

見
の

丘
の

設
計

魚
泊

の
高

台
（

標
高

51
m

）
に

位
置

す
る

絶
景

ポ
イ

ン
ト

。
19

87
年

、

遊
子

漁
協

を
中

心
と

す
る

地
元

の
人

々
に

よ
っ

て
、

漁
業

を
営

む
上

で
犠

牲
に

な
っ

た
魚

貝
藻

に
感

謝
し

供
養

す
る

た
め

の「
魚

貝
藻

霊
供

養
塔

」が
、

建
て

ら
れ

、
現

在
に

至
る

ま
で

大
切

に
さ

れ
て

き
て

い
る

。
ま

た
、

20
年

以
上

に
わ

た
っ

て
開

催
さ

れ
て

き
た

「
供

養
祭

」
の

舞
台

で
も

あ
る

が
、

参
加

者
は

漁
業

関
係

者
に

限
ら

れ
る

。
他

に
も

日
常

的
な

管
理

・
清

掃
が

遊
子

漁
協

女
性

部
に

よ
り

行
わ

れ
る

な
ど

、
漁

業
関

係
者

に
と

っ
て

は
馴

染
み

の
あ

る
場

所
だ

が
、

そ
の

他
の

住
民

と
の

接
点

は
多

く
な

い
。

斜
面

を
活

か
し

た
空

間
の

連
な

り

•
斜

面
に

沿
っ

た
キ

ャ
ン

プ
サ

イ
ト

開
け

た
空

間
か

ら
下

る
よ

う
に

配
置

さ
れ

た
キ

ャ
ン

プ
サ

イ
ト

が
プ

ラ
イ

ベ
ー

ト
な

空
間

を
作

り
出

し
、

山
に

潜
り

込
む

よ
う

な
体

験
が

で
き

る
。

•
広

場
と

広
場

を
つ

な
ぐ

石
垣

高
低

差
の

あ
る

広
場

を
遊

子
の

景
観

で
あ

る
段

畑
を

模
し

た
石

垣
で

つ
な

ぐ
こ

と
で

利
用

者
の

活
動

を
広

げ
る

。

•
公

民
館

と
は

な
れ

が
つ

な
が

る
傾

斜
に

合
わ

せ
て

、
必

要
機

能
を

備
え

た
公

民
館

と
住

民
の

活
動

の
場

で
宿

泊
ス

ペ
ー

ス
で

あ
る

は
な

れ
を

立
体

的
に

つ
な

げ
る

。

平
時

の
立

体
的

な
広

場
の

使
い

方
広

場
が

斜
面

に
沿

っ
て

配
置

さ
れ

る
こ

と
で

座
っ

て
海

を
見

晴
ら

す
空

間
と

な
り

、
イ

ベ
ン

ト
時

に
は

舞
台

を
見

下
ろ

す
客

席
と

な
る

。

平
時

の
公

民
館

と
広

場
の

使
い

方
避

難
訓

練
や

供
養

祭
の

後
、

住
民

と
住

民
、

漁
協

関
係

者
と

非
漁

協
関

係
者

が
親

睦
を

深
め

る
空

間
と

し
て

利
用

で
き

る
。

災
害

時
の

公
民

館
と

広
場

の
使

い
方

平
時

か
ら

イ
ベ

ン
ト

な
ど

で
食

事
場

所
と

し
て

活
用

す
る

こ
と

で
、

災
害

時
の

炊
き

出
し

を
使

い
慣

れ
た

空
間

で
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

災
害

時
の

立
体

的
な

広
場

の
使

い
方

平
坦

な
場

所
が

少
な

い
山

が
ち

な
地

域
に

、

避
難

生
活

用
の

テ
ン

ト
を

張
る

こ
と

が
で

き
る

広
場

を
設

け
る

。

平 時 （ キ ャ ン プ 場 ＋ 公 民 館 ） 災 害 発 生 時 （ 地 域 防 災 拠 点 ＋ 再 生 拠 点 ）

平
時

：
住

民
や

観
光

客
の

活
動

の
中

心
と

な
り

「
遊

子
の

全
体

を
見

晴
ら

す
」

災
害

時
：

復
興

ま
で

を
見

据
え

て
「

遊
子

の
未

来
を

見
晴

ら
す

」

•
キ

ャ
ン

プ
場

地
域

防
災

拠
点

と
機

能
に

親
和

性
の

あ
る

キ
ャ

ン
プ

場
を

設
け

、
平

時

か
ら

観
光

客
の

受
け

入
れ

場
所

と
し

て
活

用
す

る
。

常
に

人
々

が
利

用

す
る

こ
と

で
、

災
害

発
生

時
に

利
用

さ
れ

る
土

地
や

設
備

、
備

蓄
倉

庫

の
中

身
等

の
日

常
的

な
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
が

か
な

う
。

•
公

民
館

現
在

も
住

民
の

サ
ー

ド
プ

レ
イ

ス
と

し
て

活
発

に
利

用
さ

れ
て

い
る

公

民
館

を
移

転
す

る
こ

と
で

、
住

民
の

平
時

利
用

を
促

し
、

魚
見

の
丘

を

馴
染

み
の

あ
る

場
所

に
す

る
。

平
時

に
は

キ
ャ

ン
プ

場
の

管
理

や
利

用

者
の

受
付

を
担

い
、

ま
た

生
業

の
お

手
伝

い
や

釣
り

を
目

的
と

し
て

や
っ

て
き

た
旅

行
客

の
受

け
皿

に
な

る
。

災
害

発
生

後
は

公
民

館
が

災

害
対

策
本

部
と

し
て

機
能

す
る

他
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

や
住

民
活

動
の

核

と
な

り
、

速
や

か
な

復
旧

・
復

興
へ

繋
が

る
。

•
地

域
防

災
拠

点
災

害
時

に
は

公
民

館
、

テ
ン

ト
、

車
中

泊
を

活
用

し
、

住
民

の
う

ち

最
大

35
0

人
程

度
を

収
容

す
る

避
難

所
と

な
る

。
避

難
生

活
で

は
ト

イ
レ

、
シ

ャ
ワ

ー
な

ど
の

施
設

、
防

災
備

蓄
等

を
活

用
し

、
必

要
な

電
源

の
一

部
を

太
陽

光
パ

ネ
ル

で
補

う
。

ま
た

、
が

れ
き

撤
去

な
ど

の
た

め
の

用
具

を
備

え
る

。

キ
ャ

ン
プ

場
・

公
民

館
　

×
　

地
域

防
災

拠
点

04
-3

交
流

の
生

ま
れ

る
場

所
a.

消
費

行
動

、
生

業
を

通
じ

た
関

係
人

口
の

創
出

こ
れ

ま
で

は
段

畑
の

景
観

だ
け

を
求

め
に

や
っ

て
来

て
い

た
観

光
客

に

新
た

な
宿

泊
体

験
や

生
業

を
活

か
し

た
イ

ベ
ン

ト
を

提
供

す
る

こ
と

で

滞
在

さ
せ

、
遊

子
内

で
の

消
費

行
動

を
促

し
て

観
光

資
源

を
地

域
の

利

益
に

還
元

す
る

。
ま

た
、

観
光

客
が

生
業

に
携

わ
る

よ
う

に
な

る
こ

と

で
、

遊
子

地
域

や
そ

こ
で

の
漁

業
・

農
業

に
対

す

る
関

心
を

よ
り

強
く

抱
く

よ
う

に
な

り
、

更
な

る

地
域

の
収

入
を

も
た

ら
し

災
害

か
ら

の
復

旧
・

復
興

の
担

い
手

と
な

る
可

能
性

の
あ

る
関

係
人

口

を
創

出
す

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

d.
 住

民
-

観
光

客
間

の
交

流
キ

ャ
ン

プ
場

の
管

理
や

受
付

を
公

民
館

が
担

っ
た

り
、

公
民

館
を

住
民

と
観

光
客

の
交

流
の

場
と

し
て

利
用

し
た

り
す

る
こ

と
で

、
今

ま
で

に

無
か

っ
た

「
外

か
ら

の
人

々
と

住
民

と
の

交
流

」
を

生
む

。

b.
 イ

ベ
ン

ト
、

活
動

を
通

じ
た

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

強
化

　
 災

害
時

に
資

す
る

平
時

利
用

魚
見

の
丘

や
公

民
館

で
行

わ
れ

る
イ

ベ
ン

ト
、

活
動

に
子

ど
も

や
漁

業

関
係

者
以

外
の

人
々

な
ど

幅
広

い
住

民
が

参
画

す
る

こ
と

で
、

住
民

間

で
の

交
流

を
促

す
と

同
時

に
自

ら
が

住
む

地
域

に
つ

い
て

改
め

て
理

解

　
　

　
　

　
　

　
　

す
る

き
っ

か
け

と
な

る
。

そ
れ

が
遊

子
へ

の
愛

着

　
　

　
　

　
　

　
　

や
、

被
災

後
も

地
域

に
残

り
続

け
た

い
と

い
う

　
　

　
　

　
　

　
　

人
々

の
意

志
を

も
た

ら
し

う
る

。
ま

た
、

住
民

が

　
　

　
　

　
　

　
　

魚
見

の
丘

や
公

民
館

を
日

常
的

に
利

用
す

る
こ

と

　
　

　
　

　
　

　
　

で
、

災
害

時
に

馴
染

み
深

い
場

所
で

生
活

を
送

る

　
　

　
　

　
　

　
　

安
心

感
を

与
え

、
防

災
設

備
の

日
常

的
な

管
理

が

　
　

　
　

　
　

　
　

な
さ

れ
る

。
c.

 地
域

、
行

事
の

活
性

化
生

業
に

関
連

の
深

い
、「

ふ
る

里
だ

ん
だ

ん
祭

り
」

な
ど

の
祭

り
や

行

事
に

よ
り

多
く

の
観

光
客

が
加

わ
り

、
地

域
に

更
な

る
賑

わ
い

を
も

た
ら

す
。

ま
た

、
現

在
縮

小
傾

向
に

あ
る

行
事

に
つ

い
て

も
参

加
者

が
増

加
す

る
こ

と
で

活
気

を
取

り
戻

し
、

そ
れ

が
祭

り
の

み
な

ら
ず

地
域

全
体

の
活

性
化

に
も

つ
な

が
る

。

公
民

館

•
公

民
館

と
は

な
れ

の
両

方
が

目
の

前
の

広
場

に
対

し
て

開
け

て
お

り
、

公
民

館
と

は
な

れ
と

広
場

を
一

体
的

に
活

用
で

き
る

空
間

構
成

と
な

っ
て

い
る

。

•
高

低
差

の
異

な
る

広
場

は
海

や
山

を
背

景
に

ス
テ

ー
ジ

と
し

て
活

用
で

き
る

。

•
公

民
館

の
駐

車
場

は
広

場
の

利
用

と
公

民
館

の
利

用
の

そ
れ

ぞ
れ

を
考

慮
し

て
複

数
計

画
し

た
。

公
民

館
か

ら
も

広
場

か
ら

も
ア

ク
セ

ス
し

や
す

い
は

な
れ

は
、

住
民

の
活

動
が

行
わ

れ
る

パ
ブ

リ
ッ

ク
な

空
間

で
も

あ
り

、
観

光
客

の
宿

泊
ス

ペ
ー

ス
と

い
う

プ
ラ

イ
ベ

ー

ト
な

空
間

で
も

あ
る

。

宇
和

島
市

で
協

議
さ

れ
て

い
る

備
蓄

倉
庫

の
配

置
は

、
キ

ャ
ン

プ

用
品

も
備

え
る

こ
と

か
ら

、
普

段
か

ら
利

用
し

や
す

い
よ

う
に

ト

イ
レ

と
炊

事
場

の
近

く
に

配
置

す
る

。

自
然

環
境

を
全

身
で

体
感

で
き

る
キ

ャ
ン

プ
サ

イ
ト

を
斜

面
の

中
腹

に
設

け
る

。

は
な

れ

•
道

路
は

車
中

泊
用

の
場

所
と

し
て

活
用

す
る

。

•
公

民
館

前
の

広
場

は
避

難
生

活
者

用
の

キ
ャ

ン
プ

エ
リ

ア
と

す
る

。

•
キ

ャ
ン

プ
サ

イ
ト

と
し

て
運

営
し

て
い

た
備

蓄
倉

庫
前

の
空

間
も

避
難

生
活

者
の

空
間

と
し

て
活

用
す

る
。

•
平

時
に

利
用

し
て

い
る

キ
ャ

ン
プ

用
品

を
転

用
し

、

魚
見

の
丘

を
ス

ム
ー

ズ
に

避
難

所
と

し
て

整
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

災
害

時
に

は
、

は
な

れ
を

要
配

慮
者

の
空

間
と

し
て

活
用

す
る

。

大
空

間
と

し
て

利
用

す
る

こ
と

も
可

能
で

あ
り

、
可

動
壁

に
よ

り
複

数
の

部
屋

に

区
分

け
で

き
る

。 公
民

館

は
な

れ

a
b

c
d

ト
イ

レ

炊
事

場

魚
見

の
丘

供
養

塔

ト
イ

レ

炊
事

場

魚
見

の
丘

供
養

塔

備
蓄

倉
庫
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